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論説
◆ ニューヨーク州の離婚訴訟におけるディスカバリ制度
　 ―日本の離婚調停手続に対する示唆―

調停制度100周年に寄せて 西岡 清一郎　弁護士・元広島高等裁判所長官今井 弘晃         東京家庭裁判所判事

白木 敦士　ニューヨーク州弁護士・元コロンビア大学客員研究員

◆ 特定少年の保護者について 
加藤 学　さいたま家庭裁判所判事 
須川 智裕　秋田地方・家庭裁判所大館支部判事補 

◆ 「更生保護法」及び「犯罪をした者及び非行のある少年に対する
　 社会内における処遇に関する規則」の改正とその運用について
平畑 昇平　法務省保護局観察課専門官 

社会福祉士・東京大学大学院教育学研究科特任専門職員
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